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小松エレクトロニクスにとっ

てのワーク･ライフ･バランス

　　ワーク･ライフ･バランスに

ついてどのようなお考えを持っ

ていらっしゃいますか。

　社員が仕事と子育てなど個人
の生活を両立させることがで
き、全員が働きやすい環境をつ
くることによって、それぞれが
能力を十分に発揮できるように
なると考えています。
　当社は伝統的に仕事と子育て
などを両立させていこうという
ような雰囲気がありまして、例
えば、育児のために退職した女
性社員は過去７年間おらず就業
継続が実現しています。

スムーズな育児休業

取得の背景

　　男性の育児休業の取得につ

いても２回あったそうですね。

　はい。製造部門の男性社員が
２人目と３人目のお子さんが産
まれたときにそれぞれ１か月く
らいの育児休業を取得しまし
た。

　　女性や男性の育児休業の取

得がスムーズになるような背景

が何かあったのでしょうか。

　当社は毎年５日間連続で有給
休暇を取得することを促す制度
（リフレッシュ休暇制度）が従
来からあり、それによって社員
が長期間休むことに対する免疫
ができていたのではないかと思
います。
　社員が長期間休むというの
は、職場にとっては負荷が過重
になる可能性もあり、やりくり
していくのはそれほど容易なこ
とばかりではありませんが、育
児休業もこのリフレッシュ休暇

の延長のようなものだという認
識が社員の間にはあるのではな
いでしょうか。
　また、事前に長期の休業がわ
かっているときは、職場に過重
な負担を強いないように、代替
要員を確保しています。代替要
員には、原職復帰をなるべく可
能にし、安心して育児休業をと
れるように、期間の定めのある
派遣社員を雇用しています。
　さらに、内部で定期的に異動
を行うことで１人の社員が複数
の種類の業務に対応できるよう
になる「多能工化」もすすめて
います。当社は特殊な製品を製
造しており、生産には熟練を要
しますが、多能工化をすすめる
ことで、急に人員が不足したと
きや、生産量に変動があった場
合に備えています。
　このようなことが、育児休業
取得率の向上につながっている
のではないかと考えています。

　熱伝素子や各種温調機器を

製造販売している小松エレ

クトロニクス㈱。男性による

育児休業取得の実績があり、

有給休暇の取得率向上や健康

デーの導入により、年間総労

働時間を削減し、それぞれの

社員が能力を十分に発揮でき

るような職場環境づくりに取

り組んでいる。
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年次有給休暇の取得を促す

リフレッシュ休暇制度

　　リフレッシュ休暇制度とは

どのような制度ですか。

　リフレッシュ休暇制度とは、
年次有給休暇を原則として５日
間連続して取得する制度です。
　取得を促すために、年度末
に、次年度の休暇取得計画を出
してもらい、計画通り休暇を取
得していない人に対しては管理
職を通して、「いつ取るんです
か」と聞いています。また、管
理職自体についても取得するこ
とを奨励しています。（個人的
な事情があって連続休暇を取得
することが難しい場合には個別
に対応しています。）
　単なる有給休暇だと連続して
取得することをなかなかやりづ
らい場合もあるので、このよう
な制度を設けています。入社し
て１年以上経過すればリフレッ
シュ休暇制度を利用できるよう
になります。
　また、リフレッシュ休暇の取
得率目標については、労使の話
し合いの場で決定しています。

健康デーにより残業時間の

削減へ確実な前進

　　健康デーというのを導入さ

れたそうですね。

　はい。健康デーというのは、
遅くとも夜８時までには帰ろう
という日のことで、月曜、水
曜、金曜に設定しました。当社
の社員は会社から自宅までの距
離が短い者が多く、８時に会社
をでれば、８時半くらいには家
に着くことができます。その時
間なら、家族そろって食事をす
ることもできると思います。
　社員全員が８時には退社でき
るよう、総務の人間が社内を
回っており、地道に声をかけて

いくことが大事だと思っていま
す。
　当初はノー残業デーを導入す
ることも視野にいれていたので
すが、定時に帰る日を導入した
としても実際には守られないこ
とが目に見えていたので、まず
は実行できそうな目標を設定し
ようということで健康デーを導
入しました。健康デーの導入
後、残業時間は着実に減少して
きています。
　納期がある業務の場合、トラ
ブルが発生すると、どうしても
すぐには帰れない場合がありま
すが、睡眠時間を削って働いて
も、ミスが増えてしまい、いい
仕事にはつながらないと思いま
す。そのような観点から、総労
働時間を削減して、能力が十分
に発揮されるような職場環境づ
くりに取り組んでいます。

業務効率化にむけて

　　業務効率化のためにどのよ

うな工夫をされていますか。

　リフレッシュ休暇の取得率向
上や健康デーの導入を支えてい
るのは、生産性の向上です。
　管理職、担当社員が社内横断
的に集まり、情報システムであ
る「販売・生産管理システム」
の改善を進めることで、業務ロ
スの低減を図っています。
　さらに、人的な面でも強化を
図っています。当社や他社を定
年退職された方や出産を機に退
職された女性の方をパートとし
て活用し、正社員の業務を補完
してもらうことで、業務の効率
化を図っています。
　こうしたパートの方の中に
は、高度な技術を持っている方
も多く、技術上のいろいろな問
題も解決してもらえる場合もあ

ります。
　パートの方にも賞与や賞金が
あります。また、勤務時間につ
いては、できるだけ本人の希望
に沿うように決定しています。
さらに、パートから正社員にな
れる機会もあって、パートで１
年間働いた後、正社員の課長に
抜擢された女性もいます。

今後の取組

　現在、子を持つ社員を対象と
した短時間勤務制度の対象を現
行の４歳までからさらに拡大さ
せることを検討しています。
　今後も、業務の効率化を図
り、総労働時間を削減すること
で、仕事と子育てなどとの両立
が可能な職場環境をつくり、社
員が能力を十分に発揮できるよ
うにしていきたいと考えていま
す。
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